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1.　洗たく時における洗剤の吸着は絹繊維の吸湿性を

か なり変化 させ，黄褐変および収縮などの欠 点現象を発

生す る他に絹特有 の風合を害するこ とが多い ので， 各種

の洗剤を用いて洗たくし た場合に絹繊 維に吸着される量

と，その吸湿性 との関係を明らかにすることを目的 とし

てい る。

2.　各種 の単一 活性剤 ならび に市販家庭用洗剤 などを

用い て洗 たくを行 ない，活性剤 の吸着量 と絹繊維 の吸湿

性（RH90 ％,   RH65%,  RH40%,  20 ±2°Cの３種 の関

係湿度 状態におけ る） との関係 を検討し た。

3.

（ｲ） いずれ の活性剤，洗剤でも，そ の吸着量が増すに

つれて吸湿度を増加する傾向が顕著に認 められ，特にセ

ッケンにおいて， そ の傾向が大きい。し かし， 活性剤間

の吸着量と絹繊維の吸湿度との間には相関関係 が認 めら

れない 。

㈲　セッケン， アル キル ナフ タレ ンスル ホン酸 ソーダ

塩， アルキロ ―ル アミドなどが絹繊維 に吸 着すると高，

低湿度状態のい ずれにおい ても吸湿度 が大きい が， アル

キル ベンゼンスル ホン酸 ソーダ塩， ラウリル サルフ ェ■

トなどが絹繊 維に吸着すると前 者の活性 剤に比し かなり

吸湿性 が低下し， 無処理原糸 のそれと大差がない。

㈲　市販家庭洗剤 を用い た場合にはいずれの湿度状態

におい ても ライトデ ューテ ィ合成洗剤， セッケ ン，ヘビ

ーデ ュティ合成洗剤 の順に絹繊維 の吸湿度が低下する。


